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第 ６０ 回 通 常 総 会 議 事 録 
 

                            東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 ４ 番 ６ 号                  

                            公益社団法人 プレストレストコンクリート工学会 

 

  日  時：令和元年５月２４日（金） 15:30～17:20 

  場  所：東京都千代田区九段北４－２－２５ アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

 

１．開  会 

     西垣専務理事が開会を宣言し、出席正会員は委任状とも 1,579 名であり、定款第

１７条に規定する、正会員総数 2,546 名の２分の１以上の出席を得ているので、本総

会は成立する旨報告があった。 

 

２．出席役員 

   会長：宇治公隆、副会長：井上 晋、堤 忠彦、専務理事：西垣義彦、 

      常務理事：阿波野昌幸 

   理事：大島健志、太田 誠、岸本一藏、下村 匠、玉井真一、丹野 弘、 

手塚正道、深井 悟、前田晴人、森 拓也、八木恵治、山田眞人の各理事  

   監事：大西睦彦、河瀬日𠮷、西尾浩志 

   顧問：宮川豊章 

 

３．宇治会長挨拶（要旨） 

第６０回通常総会にあたり一言ご挨拶を申し上げます。 

２０１９年５月、新元号の「令和」という新しい時代を迎えた。本工学会の前身で

あるプレストレストコンクリート技術協会は、１９５８年に発起人代表者で初代会長

の吉田徳次郎先生、同じく発起人の平山復二郎氏、坂 静雄先生らのご努力により創

立された。１９６０年３月に法人として設立が認可され、先見の明をもって協会設立

に奔走された大先生方、普及・発展にご尽力された諸先輩方、会員皆さま方のご理解

とご支援のおかげで本工学会の発展とともに、今日、数多くの構造物がプレストレス

トコンクリート（ＰＣ）で建設されるようになった。改めて感謝と敬意を表する。 

社会を取り巻く状況は、少子高齢化、人口減少が進み、厳しい財政状況のなか、安

全で安心なインフラの整備・維持管理・更新が求められている。ＰＣ技術は、生産性

の向上、長寿命化、防災・減災と、持続可能な社会インフラの構築に大いに貢献でき

ると確信しており、本日、サステナビリティ社会に向けてＰＣ工学会の宣言文の要約

をリーフレットにて配布させていただいた。 
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本工学会の課題として、会員減少の歯止めがある。個人正会員は、平成１５年の4,082

名をピークに平成２５年の2,360名まで減少の一途を辿ったが、会員増加推進の取組み

により、微増の状況に転じている。ただ、本工学会の健全な運営のためにも、活性化

のためにも多くの方に会員となっていただき、とくに学生、若手技術者や研究者が参

加しやすい場を提供し、ＰＣの魅力を知っていただく必要がある。大学、高専の先生

方への働きかけが重要と考え、引き続き（一社）プレストレスト・コンクリート建設

業協会と連携していく。 

本工学会は、ＰＣに関する技術規準等の整備、会誌「プレストレストコンクリート」

の年６回の発行、全国主要都市９箇所における「ＰＣ技術講習会」の開催、年次大会

である「プレストレストコンクリートの発展に関するシンポジウム」の開催、国際交

流ならびに技術者資格認定事業が主な活動である。 

規準等の整備については、材料・設計・施工・維持管理に関する最新技術を取り込

み、技術の確立と普及に向けて取り組む。会誌「プレストレストコンクリート」では、

６０周年記念特集号として「６０年のあゆみとこれから」を昨年度末に発行した。Ｐ

Ｃ技術講習会は、「いま求められるＰＣ技術」を総合テーマに、６月４日より９都市

で開催する。今年のシンポジウムは、設立６０周年記念大会と位置付け、１１月７日・

８日の２日間にわたって名古屋市で開催する。海外学協会との交流については、本工

学会は fib（国際構造コンクリート連合）に日本を代表して加盟し、現在、春日理事

が副会長に就き、委員会活動を含めて日本の技術力を世界にアピールしている。fib

コングレス、シンポジウムのほか、国際対応小委員会が中心となっての国際交流も積

極的に行っている。本工学会のプレストレストコンクリート技士とコンクリート構造

診断士は、専門性の高い技術者資格であり、国土交通省登録資格として点検、診断業

務に活躍が期待され、わが国のコンクリート構造物の安全性の確保と長寿命化に貢献

していく。引き続き両資格の取得推進、更新登録にご理解とご支援をお願いしたい。 

本日は、平成３０年度の活動を総括する機会で、各議案について活発なご議論、ご

審議を賜り、併せて議事の進行について、ご協力のほどをお願い申し上げる。 

 

４．議長選出 

     西垣専務理事から本総会の議長は定款第１５条により、会長がこれに当たるとの説

明があり、宇治会長を議長とした。 

 

５．議事録署名人の指名 

議長発言にて、定款第１９条の規定では、議事録署名人は、議長および議長が指名

する出席者２名以上としている旨、説明があり、次の両氏が指名された。 

                    井 上  晋 氏     堤  忠 彦 氏 
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６．議  事 

    第１号議案 平成３０年度事業報告 

        議長より堤副会長が指名され、本日配布の議案説明が行われた後、議場に諮った

結果、原案どおり承認議決された。 

第２号議案 平成３０年度収支決算報告 

        議長より西垣専務理事が指名され、まず平成３０年度収支計算書、貸借対照表、

正味財産増減計算書、財務諸表に対する注記、および財産目録に関し説明があった。  

  さらに、大西監事から監査の結果、何れも適正且つ妥当であった旨の監査報告、

ならびに本決算報告について茂利公認会計士のご指導を受けたとの報告があり、議

場に諮った結果、原案どおり承認議決された。 

     

第３号議案 役員改選 

    議長より本工学会の役員の改選については、毎年約半数の改選が行われ、新任な

らびに再任役員の選任については、総会の承認を要する旨の説明があった。 

すなわち、本通常総会の終結をもって理事大島健志、太田 誠、春日昭夫、玉井

真一、丹野 弘、堤 忠彦、西山峰広、二羽淳一郎、睦好宏史、山田眞人および    

監事大西睦彦、西尾浩志の任期が満了し、また理事宇治公隆氏、手塚正道氏および

山村正人氏より辞任の申し出があったため、次に示す表により理事および監事を選

任したい旨を議場に諮った結果、満場一致で承認議決された。 

なお、新任理事の齊藤成彦氏、二井谷教治氏および山本 徹氏は、それぞれ辞任 

理事宇治公隆氏、手塚正道氏および山村正人氏の後任として、任期は残任期間となる。 

   新任・再任役員             継続役員 

   理 事  内 野 英 宏（新任） 

    同   齊 藤 成 彦（新任） 

    同   土 橋   浩（新任） 

    同   二井谷 教 治（新任） 

    同   山 本   徹（新任） 

    同    太 田   誠（再任） 

    同   春 日 昭 夫（再任） 

    同   玉 井 真 一（再任） 

同   丹 野   弘（再任） 

同   西 山 峰 広（再任） 

      同   二 羽 淳一郎（再任） 

同      睦 好 宏 史（再任） 

        同   山 田 眞 人（再任） 

      監 事  大 村 一 馬（新任） 

    同   大 西 睦 彦（再任） 

      理 事  阿波野 昌 幸 

同   井 上   晋 

    同   岸 本 一 藏 

    同   下 村   匠 

       同   中 村   光 

同   西 垣 義 彦 

     同   深 井   悟 

同   前 田 晴 人 

同   森   拓 也 

同   八 木 恵 治 

監 事  河 瀬 日 𠮷 

  
   辞任理事  宇 治 公 隆 

    同   手 塚 正 道 

    同   山 村 正 人 
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議長発言にて、続いて行う第１号報告の令和元年度事業計画および第２号報告の令

和元年度収支予算については、３月１６日に開催した第６２２回理事会および４月１

３日に開催した第６２３回理事会において、審議の上、承認されている旨、報告があ

った。 

 

第１号報告 令和元年度事業計画 

    議長より井上副会長が指名され、令和元年度事業計画の説明があり、了承された。 

 

第２号報告 令和元年度収支予算  

議長より西垣専務理事が指名され、令和元年度収支予算書に関し説明があり、了

承された。 

 

７．名誉会員推挙 

      議長より、本会ならびにプレストレストコンクリート技術の普及と進歩発展のため、

長年にわたり功績を残された方を名誉会員に推挙しているとの説明があった。本年度

の候補者として池田永司氏、熊谷紳一郎氏が披露され、総会に諮った結果、満場一致

で名誉会員への推挙が承認され、宇治会長より推挙状が贈呈された。 

 

８．プレストレストコンクリート工学会賞授与 

      西垣専務理事の司会で、平成３０年度プレストレストコンクリート工学会賞の授与

が行われた。 

     工学会賞の授与に先立ち、工学会賞選考委員会西山委員長の代理として下村理事か

ら、平成３０年度工学会賞選考経過の説明、受賞候補者選考理由について説明がなさ

れた。 

その後、宇治会長から次に示す各賞の贈呈が行われた。 

 

○論文賞（賞状と記念品） 

● ＰＣグラウトの施工条件に対応した品質管理に関する研究 細 野 宏 巳 殿 

（総合題目）         （会誌第60巻3号，60巻5号） 野 島 昭 二 殿 

 呉  承 寧 殿 

   辻  幸 和 殿 

 

○作品賞（賞状と記念盾） 

 （土木部門） 

● 生野大橋 西日本高速道路㈱ 関西支社 殿 

●小名浜マリンブリッジ 国土交通省 東北地方整備局 小名浜港湾事務所 殿 
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（建築部門） 

● 三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 陸上競技場 三重県 殿 

  ㈱安井建築設計事務所殿 

  清水建設㈱ 殿 

  ㈱堀崎組 殿 

  ㈱伊藤工務店 殿 

  ㈱ピーエス三菱 殿 

● 平城宮いざない館 

 国土交通省 近畿地方整備局国営飛鳥歴史公園事務所 平城分室 殿 

 ㈱松田平田設計 殿 

 ㈱奥村組 殿 

 オリエンタル白石㈱ 殿 

（改築・改修部門） 

● 長陽大橋ルートの橋梁補修 国土交通省 九州地方整備局 熊本復興事務所 殿 

 ㈱建設技術研究所 殿 

 ㈱富士ピー・エス 殿 

 ㈱杉本建設 殿 

 ㈱藤本建設工業 殿 

 ㈱肥後建設社 殿 

 ㈱南陽建設 殿 

 

○技術開発賞（賞状と記念盾） 

● 平板型ＵＦＣ道路橋床版 阪神高速道路㈱ 殿 

 鹿島建設㈱ 殿 

● ＰＣ桁を用いたＧＲＳ一体橋梁 （独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構 殿 

 (公財)鉄道総合技術研究所 殿 

 

○施工技術賞（賞状と記念盾） 

● 新名神高速道路 鈴鹿高架橋他１橋（ＰＣ上部工）工事 

 中日本高速道路㈱ 名古屋支社 殿 

 ㈱ピーエス三菱・㈱富士ピー・エス特定建設工事共同体 殿 

● 安威川橋ＰＣ上部工工事 西日本高速道路㈱ 関西支社 殿 

 三井住友建設㈱ 殿 

● 国道４５号 夏井高架橋工事  国土交通省 東北地方整備局 三陸国道事務所 殿 

 ㈱復建技術コンサルタント 殿 

 三井住友・安部日鋼・日本ピーエス特定建設工事共同企業体 殿 
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９．受賞者代表挨拶 

   受賞者を代表して、論文賞については三井住友建設㈱ 細野宏巳氏、作品賞について

は西日本高速道路㈱ 関西支社 福田雅人氏、技術開発賞では阪神高速道路㈱ 大阪管

理局 渡辺尚夫氏、 施工技術賞では中日本高速道路㈱ 名古屋支社 室 充氏からそれ

ぞれ受賞に対する謝辞と、なお一層ＰＣ技術の啓発と発展に努力したい旨等のご挨拶

があった。 

  

10．閉  会 

      西垣専務理事が閉会を宣し、第６０回通常総会は滞りなく終了した。 

 

 

    令和元年５月２４日 

 

              公益社団法人 プレストレストコンクリート工学会          

 

議長・会長   宇 治 公 隆    ㊞ 

 

 

署 名 人      井 上   晋    ㊞ 

 

 

署 名 人      堤   忠 彦    ㊞ 

 

 


